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薬学部薬学科における薬用植物園の活用状況
垣内 信子
　大学設置基準３９条において「薬学部を有する大学は、薬用植物園（薬草園）を附属させることを
必要とする」とされ、薬用植物園は薬剤師教育に必須な施設である。九州保健福祉大学薬学部附属薬
用植物園は面積 3531 平方メートル、温室、２６７種類の植物を有している。薬学部薬学科では薬用
植物園を以下のように活用している。
（１） 薬学科専門教育
　薬学科においては、薬用植物園を利用し、以下の専門授業を行っている。
・ 薬用植物学（1 年次）
　達成目標：自然界に存在する物質を医薬品として利用するために、代表的な薬用植物の基源、特色、
臨床利用および天然物質の含有成分の構造、薬理作用、生合成系路等についての基本的知識を習得する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ 生薬学（2 年次）
　達成目標：薬として用いられる動物 ・植物・鉱物由来の生薬の基本的性質を理解するために、それ
らの基原、性状、含有成分、生合成、品質評価、生産と流通、歴史的背景などについての基槻的知識
を修得する。医薬品開発における天然物の重要性と多様性を理解するために、自然界由来のシーズ ( 医
薬品の種 ) および 抗生物質などに関する基本的知識と技能を修得する。
・ １年次前期の総合学習
　達成目標：薬用植物園の植物を調査しその薬効を調べることに拠り、天然資源の重要性を理解する。
（２）薬学研究
　薬学科生薬学講座では、栽培研究、新規生物活性研究を行っている。これまでに卒業研究として、「ト
ウガラシの栽培用土の検討」「トウガラシの栽培研究」（平成２４年度）を発表している。さらに現在ショ
ウガ、ウコン、ブシ、ヒュウガトウキ等の栽培を行い、研究資料としている。
（３）地域貢献
　地域貢献の一環として、薬用植物園主催の講演会・薬草園見学会を行っている。地域の植物愛好家
に情報提供するとともに、地域薬剤師の教育の一環となっている。薬剤師は講演会・薬草園見学会に
参加することに拠り、漢方薬・生薬認定薬剤師研修のポイントが取得できる。秋のイベントは、薬学
科学生にも参加を促し授業の参考としている。
　過去三年間に、以下の内容の講演会・薬草園見学会が開催された。
2011 年６月 11 日
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　　　　演題：　茶飲み話　? お茶の歴史と効用
　　　　演者：垣内信子教授（九州保健福祉大学薬学部）
　　　　薬草園観察会：講師成迫平五郎氏
　　　　参加者：約３０名
2011 年 11 月 19 日
　　　　演題：マオウ属植物と資源問題
　　　　　　　～葛根湯が作れなくなる？～
　　　　演者：御影雅幸教授（金沢大学医薬保健学域）
　　　　薬草園観察会：講師成迫平五郎氏
　　　　参加者：約８０名
2012 年 6 月 9 日
　　　　演題：毒と薬
　　　　演者：垣内信子教授（九州保健福祉大学薬学部）
　　　　薬草園観察会：講師成迫平五郎氏
　　　　参加者：約３０名
2012 年 11 月 17 日
　　　　演題：南国の身近な有用植物 _
　　　　演者：香月茂樹先生（医薬基盤研究所　薬用植物資源研究センター　
　　　　　　　　　　　　　　種子島研究部客員研究員）
　　　　薬草園観察会：講師成迫平五郎氏
　　　　参加者：約８０名
2013 年６月 15 日
　　　　演題： 肉桂・桂枝・桂皮・シナモン
　　　　　　　－ハーブ・漢方両方で用いられる桂類生薬－
　　　　演者：垣内信子教授（九州保健福祉大学薬学部）
　　　　薬草園観察会：講師成迫平五郎氏
　　　　参加者：約４０名
　以上のように、九州保健福祉大学薬学部附属薬用植物園は、教育、研究、地域貢献に利用され成果
を収めている。
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